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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員

会
の
改
選
に
よ
り
、
農
業
委
員

　
人
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

１４委
員
７
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
７
月

　
日
付
で
新
し
く
就
任
さ
れ
ま

２０し
た
。

　
任
期
は
令
和
５
年
７
月
　
日
１９

我
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

●
農
業
委
員

○
浅
岡
　
均
さ
ん

○
岡
田
　
奈
未
子
さ
ん

○
北
野
　
正
治
さ
ん

○
木
下
　
光
夫
さ
ん

○
杉
本
　
良
民
さ
ん

○
中
谷
　
清
さ
ん

○
野
浦
　
正
之
さ
ん

○
花
岡
　
忠
弘
さ
ん

○
林
　
成
和
さ
ん

○
林
　
光
子
さ
ん

○
東
　
幸
一
さ
ん

○
古
川
　
伸
 
さ
ん

○
森
井
　
義
弘
さ
ん

○
山
際
　
保
則
さ
ん

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

○
東
　
敏
夫
さ
ん

○
池
田
　
辰
弘
さ
ん

○
寺
内
　
孝
雄
さ
ん

○
仲
谷
　
政
一
さ
ん

○
福
田
　
義
弘
さ
ん

○
南
　
義
信
さ
ん

○
山
本
　
留
似
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事

務
局
（
内
線
４
３
１
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
長
年
、
本
市
の
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
、

池
田
　
義
尊
さ
ん
が
退
任
さ

れ
、
新
た
に
７
月
１
日
付
け
で

 十
 
と

 石
 　

せ
き

 慈
 
じ

 洋
 さ
ん
が
就
任
さ
れ

よ
う

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

新
し
く
人
権
擁
護
委
員
が
就
任

さ
れ
ま
し
た

互
助
・
共
助
・
公
助
）
に
加
え
、

地
域
の
店
舗
や
施
設
に
よ
る
新

た
な
支
え
合
い
と
し
て
、
富
田

林
市
が
発
案
し
た
仕
組
み
）
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
健
康
教
室

の
展
開
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
啓

発
等
の
事
業
に
加
え
、
社
会
・

経
済
・
環
境
の
各
分
野
で
、
公

民
連
携
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

■
今
後
の
取
り
組
み

　「
健
康
」を
テ
ー
マ
に
し
た
本

市
の
提
案
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
社
会
に

お
い
て
も
重
要
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定

を
機
に
、
本
市
は
地
域
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
市
民
・
団
体
・
学

生
や
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、「
ひ
と
」
と「
ま
ち
」の
「
健

康
」
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
さ

ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け

て
飛
躍
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
の
取
り
組
み
は
、
広
報

誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で

随
時
報
告
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
５
８
８
）

■
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は
 

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は
、

内
閣
府
が
自
治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組

み
を
公
募
し
、
優
れ
た
取
り
組

み
を
提
案
す
る
都
市
を
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
　
団
３０

体
程
度
選
定
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
中
で
も
特
に
先
導
的
な
取

り
組
み
を
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
　
団
体

１０

程
度
選
定
し
、
全
国
的
な
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
や
、
地
方
創
生
の

深
化
な
ど
に
 繋
 げ
る
も
の
で
す
。

つ
な

　
本
市
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

を
広
く
共
有
し
、
市
民
・
団
体
・

学
生
や
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
取
り

組
み
を
一
層
進
め
る
た
め
、
２

０
２
０
年
度
の
公
募
に
対
し
て

提
案
を
行
い
、
７
月
　
日
、
選

１７

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
富
田
林
市
の
提
案
内
容

　
本
市
が
提
案
す
る
モ
デ
ル
事

業
は
、「
富
田
林
発
！
「
 商
 

し
ょ
う

 助
 」

じ
ょ

に
よ
る
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会

の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
名

付
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
３

（
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
）
と
、
ゴ
ー
ル
　
（
パ
ー
ト

１７

ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成
し

よ
う
）を
目
標
に
掲
げ
、「
健
康
」

と
「
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
取
り
組

み
か
ら
な
り
ま
す
。

　
各
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

「
商
助
」（
４
つ
の
助
（
自
助
・

 Ｓ 
エス

 Ｄ 
ディー

 Ｇ 
ジー

 ｓ 未来都市・
ズ

自治体ＳＤＧｓモデル事業に選定
 ―国際目標の「ＳＤＧｓ」、富田林市が自治体モデルに―
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本
市
で
は
、
市
政
に
対
す
る

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
信
頼

を
深
め
、
市
民
参
加
の
開
か
れ

た
市
政
を
進
め
る
た
め
、
市
の

保
有
す
る
情
報
を
公
開
す
る
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
の
保
有
す
る
情
報

の
中
に
は
、
個
人
情
報
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た

め
、
個
人
情
報
保
護
制
度
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の

運
用
状
況

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
平
成
　
年
３１

度
（
令
和
元
年
度
）
中
に
お
け

る
運
用
状
況
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　
な
お
、
実
施
機
関
別
な
ど
の

詳
し
い
運
用
状
況
は
、
市
役
所

１
階
都
市
魅
力
課
ま
た
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
課

（
内
線
１
８
１
、
１
８
４
）

　
妊
娠
中
（
特
に
　
週
ま
で
の

２０

妊
娠
初
期
）
に
風
し
ん
の
免
疫

の
な
い
女
性
が
風
し
ん
に
か
か

る
こ
と
に
よ
り
、
難
聴
、
心
疾

患
、
白
内
障
な
ど
の
障
が
い
の

あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
障

が
い
を
「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
と
い
い
、
大
阪
府
下
で
も

毎
年
数
件
の
発
生
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
府
で
は
無
料

で
風
し
ん
抗
体
検
査
を
、
市
で

は
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

風
し
ん
抗
体
検
査
事
業

　
風
し
ん
抗
体
検
査
と
は
、
風

し
ん
に
対
す
る
十
分
な
抗
体
が

あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

対
象
者

・
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性

・
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配

偶
者

・
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶

者

～風しんワクチ～風しんワクチンン

接種費用の一部接種費用の一部をを

助成します助成します～～

大人の風しん対大人の風しん対策策

※
た
だ
し
、
昭
和
　
年
４
月
２

３７

日
～
　
年
４
月
１
日
の
間
に
生

５４

ま
れ
た
男
性
は
除
き
ま
す
。

実
施
場
所
お
よ
び
申
し
込
み
　

府
内
の
指
定
医
療
機
関

※
指
定
医
療
機
関
は
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f
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で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
等
予
防
接
種

助
成
事
業

　
風
し
ん
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
妊
娠
を
希
望
す

る
女
性
だ
け
で
な
く
、
妊
婦
と

一
緒
に
生
活
を
し
て
い
る
配
偶

者
の
接
種
も
必
要
と
な
り
ま

す
。「富田林市公式 note 」を開設しました

ノート

　７月より「富田林市公式ｎｏｔｅ」を開設

しました。

　「ｎｏｔｅ」は、クリエイターが文章やマ

ンガ、写真、音声を投稿することができ、ユーザーはそ

のコンテンツを楽しんで応援できるメディアプラット

フォームです。

　「富田林市公式ｎｏｔｅ」では、主に２０～40歳代をメイン

ターゲットに、市の行政情報やイベント情報、観光・産

業情報、移住・定住情報など、本市の魅力を軸に情報を

発信します。

　また、「note」の良さを 活 かして、「移住者インタビュー」
い

「ふるさと寄附金の返礼品紹介」「富田林テレビの振り返

り」などのストーリー性のある発信も検討していますの

で、ぜひ「富田林市公式ｎｏｔｅ」〔https://tondaba

yashi-city.note.jp/〕をご覧ください（右図のＱＲ

コードからもアクセスできます）。

問い合わせ　都市魅力課（内線３２９）

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

　
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結
果
、

抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
判
明
し

た
人
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

対
象
者
　
風
し
ん
抗
体
検
査
事

業
の
対
象
者
で
、
検
査
の
結
果

免
疫
が
不
十
分（
風
し
ん
抗
体
価

が
Ｈ
Ｉ
法
で
　
倍
以
下
、
ま
た

１６

は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８
・
０
未
満
、抗

体
価
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
日
以
前

5
年
以
内
の
結
果
）で
あ
っ
た
人

助
成
方
法
　
支
払
っ
た
接
種
料

金
を
後
日
振
り
込
み
に
て
返
金

※
上
限
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
費
用
助
成
は
生
涯
に

１
回
限
り
で
す
。

申
し
込
み
　
令
和
３
年
４
月
２

日
画
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
緯
　
５
５
２
０
）
へ

（２８）
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マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程

で開設します。申請者本人がお越しください。

とき　８月２日(日) 、９日(日) 、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コー

ナー）　※持ち物など詳しくは、お問い合

わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

　
夏
休
み
に
入
る
と
、
子
ど
も

に
対
す
る
犯
罪
や
事
故
の
危
険

性
が
増
加
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

８
月
を
同
月
間
と
し
、「
こ
ど
も

１
１
０
番
運
動
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
全
体
で
子
ど
も
の
安
全

を

見

守

り
、
子
ど

も
た
ち
が

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
登
下

校
や
遊
び
で
外
出
す
る
際
に

は
、
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
持
た
せ
、
し
っ
か
り
と
活

用
す
る
よ
う
に
教
え
ま
し
ょ
う
。

５
つ
の
約
束
を
守
り
ま
し
ょ
う

①
一
人
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

②
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
か

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

③
つ
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ

た
ら
大
声
を
出
し
て
助
け
を
も

と
め
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」
へ
逃
げ
込
み
ま
し
ょ
う

④
誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ

帰
る
か
を
家
の
人
に
言
っ
て
か

ら
出
か
け
ま
し
ょ
う

⑤
お
友
達
が
つ
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
大
人

の
人
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
　

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課

〔
緯
　
８
０
５
６
〕

(２６)

８
月
は
「
こ
ど
も
1
1
0
番
月
間
」
で
す

～
家
庭
で
心
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
ま
し
ょ
う
～

　
現
在
、
本
市
で
は
耐
震
化
を

含
め
た
庁
舎
整
備
に
向
け
、
市

庁
舎
整
備
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
５
月
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
内
容

に
引
き
続
き
、
今
回
は
次
の
項

目
に
つ
い
て
、
検
討
し
た
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

庁
舎
整
備
の
基
本
方
針

■
基
本
理
念

　
新
庁
舎
は
、
次
世
代
の
た
め

に
本
市
の
魅
力
を
 活
 か
し
な
が

い

ら
、
ま
ち
に
 賑
 わ
い
と
勢
い
を

に
ぎ

取
り
戻
し
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

市
民
が
、
こ
の
地
に
愛
着
と
誇

り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
す
る
た

め
、
庁
舎
整
備
を
進
め
る
上
で

軸
と
な
る
基
本
理
念
を
「
人
・

自
然
・
歴
史
を
次
世
代
に
つ
な

ぐ
富
田
林
の
創
生
拠
点
」
と
設

定
し
ま
し
た
。

■
庁
舎
整
備
の
必
要
規
模

　
新
庁
舎
の
規
模
に
つ
い
て
は

入
居
対
象
と
な
る
職
員
数
や
議

員
数
か
ら
基
準
面
積
を
算
定
し
、

さ
ら
に
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
市

民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
要
望
の

多
か
っ
た
市
民
が

交
流
・
協
働
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
こ
と
や
、

現
在
、
消
防
署
に
あ
る
災
害
対

策
本
部
の
機
能
を
新
し
い
庁
舎

で
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
総
合

的
に
検
討
し
た
結
果
、
１
５
５

０
０
平
方
㍍
を
基
本
計
画
の
庁

舎
規
模
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
庁
舎
規
模
に
つ
い
て

は
、
設
計
段
階
に
お
い
て
最
終

的
な
面
積
を
再
度
精
査
し
、
コ

ン
パ
ク
ト
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

庁
舎
整
備
の
場
所

■
整
備
場
所
の
設
定

　
市
庁
舎
整
備
の
候
補
地
と
し

て
、
①
一
定
以
上
の
敷
地
面
積

が
あ
る
こ
と
、
②
市
の
土
地
で

あ
る
こ
と
を
要
件
に「
現
在
地
」

「
金
剛
中
央
公
園
」「
市
民
総
合

体
育
館
」「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」「
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
」
の
５
カ
所

を
抽
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
候
補
地
を
「
防
災

性
」「
利
便
性
」「
敷
地
の
制
約
」

「
事
業
の
効
率
性
」「
ま
ち
づ
く

り
の
可
能
性
」
の
視
点
か
ら
総

合
的
に
比
較
・
評
価
し
、
策
定

委
員
会
に
て
検
討
し
た
結
果
、

「
現
在
地
」
を
市
庁
舎
整
備
の

場
所
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

市庁舎整備基本計市庁舎整備基本計画画

を策定していまを策定していますす

■
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
同
委
員
会
は
残
り
２
回
の
開

催
を
予
定
し
て
お
り
、
庁
舎
整

備
に
関
し
て
、
整
備
の
方
法
や

財
源
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、

令
和
２
年
　
月
の
計
画
策
定
を

１０

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

※
同
委
員
会
の
開
催
状
況
や
資

料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（
総
務
課
の
ペ
ー
ジ
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
４
１
）

　
食
品
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、

「
許
可
業
種
以
外
の
食
品
の
製

造
業
」「
容
器
包
装
に
入
れ
ら
れ

て
い
な
い
食
品
の
販
売
」「
温
度

管
理
が
必
要
な
食
品
の
販
売
」

な
ど
食
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

の
皆
さ
ん
は
保
健
所
へ
届
け
出

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
八

百
屋
、
米
屋
、
製
茶
業
、
乾
燥

野
菜
や
た
け
の
こ
の
水
煮
の
製

造
な
ど
も
届
け
出
の
対
象
で

す
。
　
届
け
出
期
間
は
、
令
和
３
年

６
月
１
日
峨
～
　
月
　
日
峨
で

１１

３０

す
が
、
準
備
期
間
と
し
て
今
年

の
６
月
１
日
～
届
け
出
が
可
能

で
す
。

　
届
け
出
に
必
要
な
書
類
や
該

当
す
る
か
ど
う
か
な
ど
の
確
認

は
、
富
田
林
保
健
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
富
田
林
保
健
所

衛
生
課
〔
緯
　
２
６
８
２
〕

(２３)

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

食
品
営
業
の
届
出
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た



１１

野外でのごみの焼却はやめましょう

　家庭ごみや枯れ葉などの野外焼却（いわゆる、野焼き行為）

は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、一部の例

外（焼き畑、とんど焼き、防災訓練など）を除き原則禁止さ

れています。

●知らないところで困っている人がいるかもしれません

　「煙が家の中に入って息苦しい」「洗濯物に臭いや灰がつい

て困っている」など野焼き行為による苦情が多く寄せられて

います。

　「これぐらいなら大丈夫」と思って燃やされていても、知ら

ないところで迷惑を掛けていますので、野焼き行為はやめま

しょう。また、例外に該当する内容であっても、近隣の迷惑

にならないよう、必要最小限にしましょう。

問い合わせ　環境衛生課（内線１３９、１７１）

ルールを守って楽しい花火

　毎年、夏になると花火による事故が発生します。特に、打

ち上げ花火による火災が多発します。

　花火で遊ぶときは、次のルールを必ず守りましょう。

・花火に書いてある遊び方などをよく読んで守る。

・花火を人や家に向けたり、燃えやすい物が

ある場所で遊んだりしない。

・風の強いときは、花火をやめる。

・事前に水を用意する。

・花火の筒先に、顔や手を絶対に出さない。特に、点火時や

途中で火が消えたときは注意する。

　大人が手本となって正しい遊び方や、火の後始末の方法を

子どもに教えましょう。

問い合わせ　市消防本部予防課〔察(２３)１１２４〕

墓花などを販売します

　富田林霊園管理棟前で、供花（墓花）・お参りセット（ロー

ソク、線香、マッチ）を期間限定で販売しますので、ぜひご

利用ください。

とき　８月１４日(金) ～１６日(日) （お盆）、９月２０日(日) ～２２日(祝) （お

彼岸）、令和３年３月１９日(金) ～２１日(日) （お彼岸）、いずれも午前

９時３０分～正午

問い合わせ　にこにこ市場〔察(３５)３５０２〕

市営葬儀対策委員会委員を募集

　本市では、市民の皆さんから幅広いご意見をいただき、公

衆衛生事業をより推進するため、令和２・３年度の市営葬儀

対策委員会委員を募集します。

対象者　市内在住で市営葬儀の在り方について関心のある２０

歳以上の人　※ただし、過去に同委員の経験がある人、葬儀

業者などの関係者は除きます。

募集　２人

任期　令和４年３月３１日(木) まで

申し込み　８月２０日(木) （必着）までに、環境衛生課に備え付

けの申込用紙に必要事項を記入し、同課（内線１４９）へ（申し

込み多数の場合抽選）　※申込用紙は、市ウェブサイト（環境

衛生課のページ）からダウンロードもできます。

文化事業に助成金を交付                                  
～申請期間を11月30日(月)まで延長します～

　文化振興基金の収益金を運用して、市の文化振興を図るた

めに実施する文化事業に助成金を交付します。

※申請方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　生涯学習課〔察(２６)８０５６〕

～
正
し
い
ご
み
の
分
別
と

　
出
し
方
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

粗
大
ご
み
処
理
施
設

粗
大
ご
み
処
理
施
設
でで

火
災
事
故
が
発

火
災
事
故
が
発
生生

　
６
月
４
日
、
南
河
内
環
境
事

業
組
合
第
１
清
掃
工
場
の
粗
大

ご
み
処
理
施
設
で
、
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
詳
し
い
火
災
の

原
因
は
特
定
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
引
火

物
が
入
っ

て
い
た
と

考
え
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ

う
な
火
災

事
故
を
防

止
す
る
た

め
、
ご
み

を
出
す
際

は
必
ず
ご
み
の
出
し
方
を
守

り
、
危
険
物
を
出
さ
な
い
よ

う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
火
災
に
よ
り
現

在
、
同
処
理
施
設
で
は
ご
み
処

理
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
直
接
搬

入
の
際
は
で
き
る
だ
け
分
散
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
粗
大

ご
み
の
減
量
に
も
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

正
し
い
ご
み
の
分
別
、 
      

出
し
方
に
ご
協
力
を

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
　
収
集
で
き
ま

せ
ん
。
取
扱
店
な
ど
へ
引
き
取

り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ

ン
ベ
　
中
身
を
使
い
切
っ
た
後
、

穴
を
あ
け
、
ガ
ス
を
抜
き
切
っ

て
か
ら
、
資
源
ご
み
（
カ
ン
・

ビ
ン
）
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
イ
タ
ー
　
中
身
を
使
い
切

り
、
も
え
る
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
　
灯
油
な
ど
の
燃

料
を
抜
い
て
、
粗
大
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
携
行
缶
　
中
身
を
空
に
し
て

か
ら
、
粗
大
ご
み
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
電
池
で
作
動
す
る
製
品
　
電

池
を
取
り
外
し
、
粗
大
ご
み
で

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
充
電
池
　
端
子
部
分
を
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
絶
縁
し

て
か
ら
、
粗
大
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、（
一
財
）

Ｊ
Ｂ
Ｒ
Ｃ
の
リ
サ
イ
ク
ル
協
力

店
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
５
）

消火活動の様消火活動の様子子

広報
長方形

広報
タイプライターテキスト
社

広報
ノート注釈
広報 : Marked

広報
タイプライターテキスト

広報
タイプライターテキスト

広報
タイプライターテキスト
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令和２年度 市職員採用資市職員採用資格格試験試験 を実施します

㈬
㈬

㈬

㈬

㈬

㈬

㈬

㈬

㈬

㈬

■第１次試験日　９月２０日(日) 

■試験会場　大阪大谷大学（錦織北三丁目１１の１）

※消防職は市消防本部で実施します。

■試験内容　総合適性検査

※消防職は、集団面接試験と体力テストを実施する予定で

すが、新型コロナウイルス感染症の影響により試験内容を

変更する場合があります。

■実施要綱などの交付　８月３日(月) ～９月４日(金) （土・日曜

日、祝日を除く午前９時～午後５時３０分）に、人事課、金

剛連絡所で交付

※消防職は市消防本部消防総務課でも交付します。

※市ウェブサイトからダウンロードもできます。

申し込み　次の①②両方の手続きをしてください

①８月３１日(月) までに、市ウェブサイトの「採用資格試験エ

ントリーフォーム」〔https://www.city.tondabayashi.lg.jp/site/

jinji/２９６１３.html〕に必要事項を入力し、エントリーしてくださ

い（右図のＱＲコードからもアクセスできます）。

②申込書に必要事項を記入し、８月１７日(月) ～９月

４日(金) （土・日曜日を除く午前９時～午後５時３０

分）に、事務職・技術職は人事課、消防職は市消防本部消防

総務課へ提出（郵送可。８月３１日(月) までの消印有効）

※詳しくは、実施要綱または市ウェブサイト（人事課の

ページ）をご覧ください。

※いずれの職種においても性別は問いません。また、日本

国籍を有しない人も受験できますが、従事できる職務に制

限があります。

問い合わせ　人事課（内線３２２、５５１）



１３

府立南大阪高等職業技術専門校10月入校生募集

募集科目　空調設備科

応募資格　１８歳以上の人

授業料　年間１１万８８００円（その他、入校料や教科書代などが別途必

要です）

試験日　①９月３日(木) 、②２４日(木) 

願書受け付け　①は８月２５日(火) まで、②は８月２６日(水) ～９月１５日(火) 

に、ハローワーク河内長野（河内長野市昭栄町７の２）〔察(５３)３０８１〕で

受け付け

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　府立南大阪高等職業技術専門校〔察０７２５(５３)３００５〕

※施設見学会を、８月２１日(金) 、９月７日(月) 、いずれも午後１時３０分

～、同専門校（和泉市テクノステージ二丁目３の５）で実施します。

申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

 夜  間 の
や かん

 中 
ちゅう

 学校 で 勉 
がっこう べん

 強 
きょう

しませんか（ 生  徒  募 
せい と ぼ

 集 ）
しゅう

　さまざまな 事 
じ

 情 
じょう

で 義  務 
ぎ む

 教 
きょう

 育 を
いく

 修了 
しゅうりょう

できなかった 人 や 実  質  的 に
ひと じっ しつ てき

 十 
じゅう

 分 
ぶん

な 教 
きょう

 育 が 受 けられないまま
いく う

 中 
ちゅう

 学  校 を 卒 
がっ こう そつ

 業 
ぎょう

した 人 のために、 夜  間  学 
ひと や かん がっ

 級 
きゅう

を 開 いています（
ひら

 大  阪  市 、
おお さか し

 東 
ひがし

 大  阪  市 、 八  尾  市 、 守  口  市 、
おお さか し や お し もり ぐち し

 堺 
さかい

 市 、 豊  中 
し とよ なか

 市 、 岸  和  田  市 ）。
し きし わ だ し

　１５ 歳  以 
さい い

 上 
じょう

の 人 が
ひと

 入 
にゅう

 学 でき、 授 
がく じゅ

 業  料 は
ぎょう りょう

 要 
い

りません。 外  国  籍 の 人 も
がい こく せき ひと

 入 
にゅう

 学 できます。また、 高  校  進  学 のための
がく こう こう しん がく

 中 
ちゅう

 学  校 の 卒 
がっ こう そつ

 業  証 
ぎょう しょう

 書 がもらえま
しょ

す。

　 詳 しくは、お 問 い 合 わせください。
くわ と あ

 問 い 合 わせ　
と あ

 教 
きょう

 育 
いく

 指  導  室 （ 内  線 ３６３、３６４）
し どう しつ ない せん

放送大学10月入学生募集

　同大学は、テレビなどの放送やインターネットを利用して授業を

する通信制の大学です。

　１０～９０歳代の幅広い世代、約９万人の学生が「大学を卒業したい」

「学びを楽しみたい」など、さまざまな目的で学んで

います。心理学や福祉、経済、歴史、文学、情報、自

然科学など約３００の幅広い授業科目があり、１科目か

ら学ぶことができます。

　募集要項などの資料を無料で送付します。詳しくは、お問い合わ

せください。

願書受付　第１回＝８月３１日(月) まで、第２回＝９月１５日(火) まで

問い合わせ　放送大学大阪学習センター〔察０６(６７７３)６３２８〕

生
け
垣
や
庭
木
の
        

適
切
な
管
理
を

　
カ
イ
ヅ
カ
イ
ブ
キ
な
ど
の
生

け
垣
や
庭
木
の
緑
が
伸
び
す
ぎ

て
道
路
に
は
み
出
す
と
、
通
行

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
交
差
点
の
見
通
し
が

悪
く
な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
な
ど
し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の

原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
垣
や
庭
木
な
ど

は
、
早
め
に
 剪
  定
 す
る
な
ど
所

せ
ん
 て
い

有
者
が
適
切
に
管
理
し
、
人
に

や
さ
し
く
安
全
で
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

　
道
路
は
、
人
や
車
の
通
行
を

目
的
に
整
備
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
上
下
水
道
や
電
線

な
ど
を
収
容
す
る
空
間
、
災
害

時
の
避
難
路
や
火
災
発
生
時
の

延
焼
防
止
の
空
間
な
ど
に
も
利

用
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
で
は
さ

ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
ははははははははははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
あああああああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ははははははははははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
ののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
ででででででででででででででででででででで

８
月
　
日
は
「
道
の
日
」
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

11111111111111111111100000000000000000000010

　
こ
の
よ
う
に
、
道
路
は
私
た

ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す

が
、
ご
み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
、
看
板
類
の
設
置
や
商
品
の

は
み
出
し
な
ど
に
よ
る
不
法
使

用
、
さ
ら
に
は
違
法
駐
車
や
自

転
車
の
放
置
な
ど
が
日
常
的
に

見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
為

は
交
通
機
能
を
低
下
さ
せ
、
事

故
発
生
の
原
因
と
な
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
会
に
、
道
路
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
道
路
を
常
に

美
し
く
、
安
全
に
利
用
す
る
よ

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

道
路
の
破
損
を
見
掛
け
た
と
き
は

　
道
路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

道
路
の
穴
や
陥
没
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
破
損
、
溝
蓋
の
破
損
・

隙
間
な
ど
を
見
掛
け
た
と
き

は
、
道
路
交
通
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
受
け
付
け

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

市
非
常
勤
職
員
、

短
時
間
非
常
勤
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集

募
集
業
務
　
一
般
事
務

受
験
資
格
　
基
本
的
な
パ
ソ
コ

ン
操
作
が
で
き
る
人
で
一
般
事

務
・
窓
口
業
務
に
従
事
で
き
る

人試
験
内
容
　
面
接
試
験

※
面
接
時
間
・
場
所
、
勤
務
日
、

業
務
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
市

非
常
勤
職
員
試
験
実
施
要
領
お

よ
び
短
時
間
非
常
勤
職
員
募
集

要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
人
事
課
で
配
布
す

る
所
定
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

に
写
真
を
貼
っ
て
必
要
事
項
を

記
入
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
、
午
前
９
時
～
午
後
５

時
　
分
に
、
人
事
課
（
内
線
３

３０
２
３
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
、
同
要

領
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
事

課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。



１４

　
広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
、
終
戦
を
迎
え
て
か
ら
　７５

年
の
歳
月
が
た
ち
ま
す
。

　
年
々
、
身
近
な
戦
争
体
験
者

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

今
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
平
和
・
命
の

尊
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
戦
争
体
験
記

を
募
集
し
ま
す
。
あ
の
日
、
あ

の
と
き
、
あ
な
た
が
体
験
し
た
、

忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
戦
争

の
記
憶
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
「
戦
争
体
験
記
」
は
冊
子

に
ま
と
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
平
和

学
習
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
思
い

を
次
世
代
へ
語
り
継
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

募
集
期
間
　
９
月
　
日
我
（
必

３０

着
）
ま
で

募
集
内
容
　
４
０
０
字
詰
め
原

稿
用
紙
６
枚
（
２
４
０
０
字
）

ま
で

※
様
式（
原
稿
用
紙
、
便
箋
、
電

子
デ
ー
タ
な
ど
）
な
ど
は
自
由
。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争争
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記

「
戦
争
体
験
記
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」※

体
験
談
を
お
話
い
た
だ
き
、

市
が
そ
れ
を
録
音
し
、
文
字
に

起
こ
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
戦
争
体
験
記
に
は
タ
イ
ト
ル

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
１
人
１
作
品
ま
で

（
自
作
で
未
発
表
の
作
品
に
限

り
ま
す
）
。

　
広
島
市
と
長
崎
市
で
は
、
原

爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る
た

め
、
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
時
刻

に
１
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
　
日
は
「
戦
没

１５

者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
の

上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や
職
場

な
ど
で
も
黙
と
う
を
お
願
い
し

ま
す
。

広
島
平
和
記
念
日
　
８
月
６
日

牙
、
午
前
８
時
　
分
１５

長
崎
平
和
の
日
　
８
月
９
日

蚊
、
午
前
　
時
２
分

１１

戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
　
８
月
　
日
臥
、
正
午

１５

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

原
爆
死
没
者
の
慰
霊

原
爆
死
没
者
の
慰
霊
とと

平
和
祈
念
の
黙
と
う

平
和
祈
念
の
黙
と
う
をを

応
募
方
法
　
応
募
者
の
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、
電

話
番
号
（
掲
載
時
に
匿
名
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は「
匿
名
希
望
」）

を
明
記
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
衣
５
８
４
・
８
５

１
１
常
盤
町
１
の
１
　
人
権
・

市
民
協
働
課
「
戦
争
体
験
記
募

集
係
」〔
Ｅ
メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c
it

y
.to
n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.jp

〕
へ

※
市
役
所
４
階
人
権
・
市
民
協

働
課
へ
直
接
持
参
も
可
。

※
注
意
事
項
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
権
・
市

民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
２
）

ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
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～
語
り
継
ぐ
、
あ
の
時
の
記
憶
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平
和
へ
の
思
い
を
次
世
代
へ
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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感染予防に活用させていただきます

　６月２４日、小田製作所より、消毒液の

ポンプに手を触れずに手指消毒ができる

「足踏み式噴霧器」を寄贈いただきまし

た。

　同噴霧器は、最も利用者の多い市役所

地下北側入り口に設置し、新型コロナウ

イルス感染症拡大防止のために活用させ

ていただきます。

威風堂々「 楠  公 さん」の
なん こう

 甲 
かっ

 冑 
ちゅう

　６月２９日、住 金属株式会社

より、同社が製作した本市ゆか

りの楠木　正成公の甲冑が寄贈

されました。本市は楠木　正成

親子を主人公にしたＮＨＫ大河

ドラマの誘致協議会に参加して

おり、本甲冑についても活用さ

せていただく予定です。

プラスチック製レジ袋　  　　　　　　　　　　
削減に係る連携・協力協定

　７月１日、富田林ライオンズク

ラブと株式会社サンプラザとの、

プラスチック製レジ袋削減に係る

連携・協力協定が締結されました。

　同協定により、レジ袋有料化に

伴う市民の負担軽減のため、オリ

ジナルデザインのエコバッグを配布するなど、三者で協力し、

レジ袋削減に向けての活動に取り組んでいきます。

安全で安心して暮らせるまちづくりの一翼を担う

　７月１０日、藤沢台小学校で、

新しい青色防犯パトロール車の

出発式が開催されました。

　地域住民が安全で安心して暮

らすことのできる地域社会の形

成を、地域の住民が主体となっ

て取り組まれます。

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！
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謂

井

遺

亥
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とき　８月７日(金) ～９日(日) 、午前９時～午後６時（９日は午後５時まで）　

ところ　すばるホール　入場料　無料（当日、直接会場へ）

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止または入場制限などをする場合があります。

第3６回平和を考える戦争展
～語り継ぐ戦争の記憶・伝える平和への思い～

平和記念講演会『忘れゆく戦争の記憶』

とき　８月８日(土) 、午後２時～４時

内容　市内在住の戦争体験者による講演会

・櫻井　義夫さん「子どもから見た戦時下の富田林」

・髙田　潤一さん「戦争が生活にもたらしたもの～京

都・舞鶴での体験～」

・楠山　精彦さん「永遠に忘れ得ぬ空爆と焼滅した市

街地での実体験」

・植村　哲さん「戦中戦後の暮らしと食糧事情」

４階銀河の間での催し

■企画展①「戦後75年まちの記録・人の記憶」

　戦後７５年を迎え、人々の中から薄れゆく戦争の真実

と記憶。７５年前に戦争がもたらした各地の「まちの記

憶」と次世代へ伝え広げる当時の「人の記憶」を、現

物資料などの展示やパネルを通じて紹介し、戦争の悲

惨さ・命の尊さを伝えます。

■広島「遺骨の眠る 似島 」
にのしま

　広島原爆投下直後に検疫所が野戦病院となり、約１

万人とも言われる被災者が搬送された広島の沖合にあ

る小さな島「似島」を取り上げ、原爆投下前後での役

割の変化や実情、戦後も遺骨の発掘がされている実相

を紹介します。

■広島「サダコと折り鶴」

　２歳の時に被爆し、10年後突然白血病で倒れ、12歳

の若さで亡くなった佐々木　禎子さん。生前生きたい

と願い折り鶴を折り続けた物語を通して、原爆の恐ろ

しさ・悲惨さを伝えます。

■長崎原爆

　原爆投下時に身に着けていた腕時計や、強烈な熱線

によって溶けた丸瓦や瓶など、長崎原爆資料館所蔵の

貴重な被爆資料と写真を展示し、長崎に落とされた原

爆の恐ろしさを伝えます。

■15年戦争・大阪大空襲

　満州事変から終戦までを中心に、日本が戦争へと歩

んだ道のりと当時の世界情勢について解説します。

　また、戦争末期に大型爆撃機Ｂ２９による連日の爆撃

で焼け野原となった大阪の様子と、大阪大空襲の際に

空襲で焼け出された住民のために廃車バスを活用して

作られたまち「バス住宅」の実相を伝えます。

■戦時下の富田林

　市民の皆さんから寄せられた戦時品・遺品の展示と、

戦時中に多くの学童疎開を受け入れていた富田林の様

子を紹介します。

■企画展②「生きて、 繋 いで、被爆三世の家族写真」
つな

　自身も被爆三世である 堂  畝 　
どう うね

 紘  子 さんが撮影した被
ひろ こ

爆家族の写真を通じて、被爆二世・三世までの命のつ

ながりや平和の大切さを伝えます。

■みんなで作るピースメッセージ、平和への願いを込

めた折り鶴など

　市民の皆さんにピースメッセージを書いていただ

き、ひとつの平和に対する大きなメッセージボードと

して仕上げます。

　また、市内の小学生が平和への願いを込めた折った

折り鶴を展示します。

■富田林での戦時中・終戦直後のエピソードや写真を

募集

　戦時中や終戦直後の富田林での戦争に関する出来事

や情報を募集します（例「今の○○（町名）付近で進

駐軍がチョコレートを配っていた」など）。

３階展示室での催し

　令和２年は、戦後７５年にあたります。

　過去の戦争体験を風化させることなく、私たちの身近にも悲劇があったことを忘れず、「戦争」「平和」「いのち」のこ

とをあらためて考え、そして次世代に引き継いでいくため、今年度も「平和を考える戦争展」を開催します。

≪市制施行70周年記念≫ 

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７２）




